
児島・坂出ルートの概要

半分(延長7.4km)がトンネルである。駅は，

茶屋町駅から南へ植松，木見』上之町，児島白

4駅が設置されている。

四国側は，坂出市番由州で共用部から分れて

宇多津町で東西に分岐1-，坂出側は新開付近で

丸亀側は宇多津駅で予讃本線に連絡する延長

4.4加のルートで，日とんどが高架橋である。

図1.2.41こ本四備讃線施設配置図を示す。

2.4 道路鉄道共用部

道路と鉄道田共用区間は，倉敷市大畠で道路

と鉄道白併用区間となり，道路が上部，鉄道が

下部自ニ層構造で持選出の東側山腹から鷲羽山

の西端付近にかけての山地部を通り，瀬戸内海

に点在する植石島，岩黒島，羽佐島，与島，お

よび三ッ子島を経て四国側坂出市番白州に至る

延長13.1回申区間である。途中，鷲羽山，栂石

島，岩黒島および与島由4ケ所にパスストヴプ

2.3 鉄道

鉄道(本四備讃線〕は，在来線 C甲線)規格
の複線軌道で総延長は32.4加である。

本州側は』倉敷市茶屋町でJR西日本宇野線

茶屋町駅から分岐1-，退院出トンネル(延長

2，151m) ，福南山トン永ル(延長3，654m)， 

児島トンネル(延長1.605m)を経て児島小川

を返り，道路と合流し鷲羽山トンネルに入る。

茶屋町から共用部始点まで延長14.9加のうち約

引
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第l章

四国側白坂出市番目州埋立地に至る。

坂出市，宇多津町，丸亀市など白地域白海岸

沿いからの利便を配慮して，都市計画街路(御

供所林回線)に連結する坂出北ICを設置した。

そこから，坂出1Cまでは，集落，学校へ由

影響が少ない角山田山麗を通過するルートであ

る。

図1.2.3に道路施設配置図を示す。

児島・坂出ルート由全体計薗表1.2.1

自古総第1編

。サ ピスエリア
図1.2.3

日例)0:;7ルインタ 1-，，-'/ジ

通過する良市邸町名

例】

理結予定値段

主要術活物

インタ“チ.，ジ

【凡

2
t
H
u
-
-
l
i
l
l
-
s
h

、

のうち1.3kmがトンネルであり，橋，高架橋など

が6.8回，土工が12.0kmである。四国側は路線延

長4.1回のうち，橋I 高架橋などが1.7抽，土工

が2.4kmである。
インターチェンジ(以下ICという〕は，本

州側に3ケ所(早島，水島，児島)，四国側に

2ケ所(坂出北，坂出)，サーピスエリア(減

ノ池)とパーキングエリア(粒江〕は本州側に

それぞれlケ所，道路と鉄道の共用区間 (13.1

km)に，パーキングエリア(与島〕を設置して

いる。

本州側申路線は，起点側の早島 1Cからa人

家連坦地区を避けながら西国~粒江にかけての

水団地帯を南下し，種松山由東側谷部を抜けて

倉敷市曽原ι福江地区の水島1Cで県道玉野福

田線と述結する。 白昼柑A

水島1Cから倉敷市下津井までは，正面山，

若荻山，大山，3gf山等の標高200メfJ1級
白山麓を縫う形で，科目，論面，塩生，通生お

よび議泊地区を通り，児島阿津田児島1Cで市
".. t:h 
道議白耐線に連結する。

児島1Cを通過すると aすぐに阿津田山中で

鉄道と合涜1-，鷲羽山トシネルを経て海映部に

移る。海峡部(道路・鉄道共用部)を渡った後，

項目 種別 細 目 児島・塩出ルート

延長 道路 37.3 

(km) 鉄道 32.4 

規 格 第1種軍2組

道路
設計適度

100 

構造
(回/h)

車綿数 4 
韮"1' 在来綿(甲臨〉

鉄道
規格 および新幹線盟絡傘

軌道数 2+2掌

(邑). 新幹綿は将来世設できるようにしている。

2.2 道路

道路(一般国道30号)は，岡山県早島町で山

陽自動車道および国道2号から分岐し，倉敷市

議右色付近を経て宇品井議声(約)同，)を渡り，

経若草，芸誌量，翁在民，阜昌，三示争島を経

て，品議議声(存~3.2km) を横断し，坂出市で四
国横断自動車道および国道11号に述結する総延

長37.3kmの自動車専用道路(瀬戸中央自動車迫

である。

道路の構造規格は，第1種第2級由4車線で，

設計速度は時速1∞加である。

本州側道路単独部自路線延長は20.1回で，こ

8 

路線延長および構造規格表1.2.2
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表1.3.1 世界由主な最大支問吊橋

順位 椅 名 中央主間長 (m) 国 名 完 成 年

1 明石海棋大橋 1.990 日 本 1998年(予定〕

2 J、 ソ Jぜ 措 1，410. 米・イングランド東部 1981年

3 ベラザノ・ナロウズ描 1，298 米・ーューヨーク 19臼年

4 ゴールデン・ゲート梧 1.280 米・サンフラ YVスコー 1937年

5 マ キ ノ 梧 1.158 米・ミシガン州 1957年

① 南係蹟甑戸大橋 1，100 日 本 19田年

7 777-イ ・スルタン・メハメ.，ト梧 1.090 ト"ノコ・イスタ Yプー'" 19田年

8 第 1 ポスポラス橋 1，074 " 1973年

9 ジョージ・ワシントン措 1.067 米・ニューヨーク 1931年

10 来島第二大橋 1，030 日 本 1999年{予定)

11 4 月 25 日 橋 1.013 ポルトガル・リスポン 1966'年

12 来畠語 大橋 1，010 日 本 1阻9年〈予定)

13 フォース道路踊 1.0田 先・エジンパラ 1964年

@ 北抽讃甑戸大橋 990 日 本 1田8年

15 セ _， ン 措 988 英・プリストル 1966年

@ 下津弁細戸大橋 940 日 本 19曲年

17 多 々 羅 大 梧 890 日 本 未定

18 大 唱 門 橋 876 日 本 1985年

19 ーュータコマ・ナロワズ措 田3 米・ワシント Y 19印字

20 因 畠 大 梧 770 日 本 19回年

旦4
駅名

連絡抱股

主要禍造物

倉

敷

市

山

通過する県市部町名

四国旅客鉄道閥
亘旦主主主主主旦

R 区分

図1.2.4 本四備讃線施設配置図

る。その内容については，第3編 設計，第1

章を参照されたい。

を設置するとともに，与島にはパーキングエリ

アを設け利用者へのサーピスを図っている。

海峡部田縦断線形は，通行船舶の安全を確保

するため桁下高田制約を受け，構造物は海面か

ら高い位置となり，島しょ部も含めて全区間が

橋梁および高架橋由連続となっている。

3.2 主要構造物の概要

道路・鉄漣共用部は，鷲羽山を近接した2段

双設のトンネルで抜廿て海峡部に入り，瀬戸内

海に点在する島を経て四国側坂出市番由州に至

る。

海上部9.4kmの聞には，栂石島，岩黒島，羽佐

島，与島および三ツ子島の5島があり，手れら

田島々を予葎井議声大橋，極活道橋，砦議草稿， . 

阜屋橋，;t楠瀬戸大橋およEf説話瀬戸大橋
の6橋で結んでいるo

島しょ部および番目州埋立地はコンクリ ト

を主体とする高架橋であるo

海峡部橋梁の全体図と標準断面を図1.3.1，図

1.3.2に示す。また，各橋梁由一般図を巻末図面

集に示す。

( 1 ) 鷲羽山トンネル

鷲羽山トンネル(道路トンネル205m，鉄道

トンネJレ230m)は，本ルートの本州側最南端

の鷲羽山西麓に位置し，上段を道路，下段を鉄

第3節海峡部橋梁由概要

道がそれぞれ2本走る，世界でも類を見ない近

接した2段双設申四ッ目トンネルである。

当初は道路・鉄道ともに接続する下津井瀕戸

大橋との関係でz オープンカット工法で計画し

ていたが，本地区が瀬戸内海国立公圏第二種特

別地区に指定されており，自然景観および周辺

環境保全など目見地から再度検討を行った結果，

トンネルに変更した。

近接した4本自トンネルをもろい風化花閥岩

白地質の中で，最大でも約30mと薄い土被りで

施工するため，ロックポルトと吹付廿コンクリー

トを主要支保部材とするNATMを採用したq

掘削方式は，上部半断面先進ショートベンチカッ

ト工法(鉄道トンネル〕および3線導坑先進工

法(道路トンネル〕を採用した。

また，断面形状由特殊性や施工過程白複雑さ

などから，種々自現場計測を実施し，これを設

計や施工に反映させてトンネル由安定性や工事

由安全を確保するため，岩盤安定性評価システ

ム白技術を開発した。これによってNATM白

特徴が有効に活用された。

(2) 下津井瀬戸大橋

下津井瀬戸大橋は，鷲羽山と植石島との閥的

下津井瀕戸に架かる，中央支間長940mの張出

し径間付単径問補剛トラス吊橋である。両端は

一部PC桁となっている。こ由形式は長大吊橋

3.1 一般

児島・坂出ルート田道路・鉄道共用部区聞は

13.1回であるロそのうち，海峡部橋梁9.4畑仕

「瀬戸大橋」と愛称古れ， 3つの長大吊橋， 2 

つの斜III橋， 1つのトラス橋とそれらを結ぷ高

架橋で形成され，世界にも例を見ない長大橋梁

群である。なかでも南備讃瀬戸大橋は，表1.3.1

に示すように世界第6位白中央支間長を有する

ものであり，道路・鉄道併用橋としては世界ー

の長大吊橋である。

瀬戸大橋由建設にあたっては，設計・施工に

関する長年の調査研究と技術開発を行い，我が

国の橋梁技術の粋を結集して建設したものであ

11 
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第1編総論

としては世界でも初めてである。

本橋は，名勝下津井鷲羽山に位置するととも

に，繊細置美な瀬戸内海多島景観の絶好白展望

地点にあることから1 自然景観白保全には最大

白配慮を行い，起点側アンカレイジを直接地山

に定着させるトンネルアンカー方式を採用した

ほか，塔形状も3屈のラーメン形式を採用した。

トンネル式アンカレイジは1 我が国では初め

て長大吊橋に採用されたも由である。このため，

主ケープル白架設工法は，トンネルアンカーの

断面を小さくできるAS工法を採用した。また，

定着方法も圏内のAS工法では例のない高張力

ロッド方式を採用したロ己目方式によりケープ

ル定着面積を小さくし，定着構造を簡素にして

主ケープル白施工性を向上させた。

す

下派井溜戸大繍

(3) 植石島高架橋

栂石島高架橋は，下津井瀬戸大橋に接続して

極石島島内を縦断する全長約1，200m白二l薗F

C橋と橋長約100mの単純トラス橋からなる道

路・鉄道併用の高架橋で，島内には連絡施設

(ランプ橋〕があり，パスストップが設置され

ている。

ニ眉高架橋は，スパン35-68m，最大53m白

高橋脚30基で，大部分が直接基礎であるが一部

φ3mのリパース杭および深礎がある。橋脚は，

ランプ橋を含め美観を考慮した六角形のRC構

造である。

PC橋田施工は，従来由支柱式支保工，移動.

吊文保工1 移動作業率による張出し架設(デイ

ピダーク工法〕のほか，急傾斜地で幅員が連続

的に変化する箇所では，新工法の大型移動支保

工を採用した。

トラス橋は， 3，000 t吊FC船による大プロッ

ク架設工法 (2，398t ，一括架設〕を採用した。

(4 ) 植石島橋・岩黒島橋

植石島橋と岩黒島橋は，極石島，岩黒島，羽

佐島を結ぶ同じ支間割りを有する鋼3径間連続

白双子白道路・鉄道併用斜張穏である。そ但中

央支関長420mは，完成時点では日本最大，道

路鉄道併用としては世界最大由主i張橋であるロ

両橋は，当初ゲルパートラス形式で計画して

いたが，瀬戸内海白景観と白調和を考慮して斜

張橋に変更した。特に，主塔形状や隣接する橋

脚四形状申景観お十には最大目配慮を行っている。

下部工は，設置ケーソンまたは直接基礎であ

短妥零F

→トー

北備目隠扱戸大検

SBIA 
SB2P 

日RIP HB3P IB1P 
SB3P 一一国時 間 4P tB2P 
SB4A 

図1.3.1 児島・坂出ルート海峡部橋梁一般図

田 'A 回目
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第1章児島・坂出Jレートの概要

るが，栂石島橋3Pでは脚付き(杭)ケーソン

を採用している。

上部工は.ケープルおよび桁白岡l性を高め，

応力振巾および変形を小さくするため，合成銅

床版方式を採用したほか，地震時水平力自分散

支持と減衰性を与えるための皿ばねを重ねたス

プリング沓(弾性固定装置)白採用や耐久性に

優れたHi-Amケープル由採用など白技術的特

徴を有している。

また，架設はFC般による塔下部大プロック

架設白ほか，主桁では大プロック架設と面材架

設を併用したが，特に植石島橋由側径間部〈吊

重量6，160t)は， 3，500 t吊FC船と3，000t吊

FC船由相吊りによる大プロック架設で過去最

大級白ものであった。

瑚 1民. Z間 a

陶磁説部戸大鋸

BB5P 回日

13 
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児島・坂出ルートの概要

番町州高架橋は，南備讃甑戸大橋の四国側ア

ンカレイジ 7Aを起点とする延長約2，940m白

高架橋である。

本橋は地盤が悪く，かっ高橋脚という条件が

重なり，列車走行の安全性を確保するために動

的解析など種々由検討を行ったロその結果，橋

脚事 (41m-81m)に比べて比較的スバンが短

い(約12m)構造物となっている。

上部工は，起点側の3径聞が中央支間長180

m由連続鋼トラス，そ自他は3-5径間連続四

鋼箱桁(道路)， PC桁(鉄道〉である。

橋脚躯体は，耐震壁を設けたRCのI形断面

であり，基礎は， φ3，Om，平均長さ49m(最大

74m)のかつてない規模也大口径長尺リパース

抗(平均27本/基)である。なおトラス部由橋

脚は，銅製ラ メン橋脚である。

上部工由架設は，トラス部が大プロック架設

と張出し架設白併用，道路桁申鋼箱桁は大型ク

レーンによるベント工法，鉄道PC桁はディピ

ダーク式カンチレバー工法で施工した。

第l章

建設概要

本州四国連絡橋の児島・坂出ルートは，昭和

田年10月10日に着工して以来， 9年6カ月白年

月と約l兆l千 3百億円由貿周，延べ900万人

におよぶ作業員と関係各位白努力によって，昭

和63年4月10日に全線開通した。

道路単独部s鉄道単独部および道路・鉄道共

用部にお廿る工事工程は，表1.4，1，表1.4.2およ

び表1.4.3に示すとおりである。

工事に使用した主要材料数量は，ケ プルを

含む鋼材重量が約85万t，コンクリート量は約

400万dである。路線別および主要橋梁にお廿

る主要材料数量を，表1.4.4，表1.4.51こ示す。

また，路線別および主要橋梁の建設費は，表

1.4.6，表1.4.7および表1.4.81ζ示すとおりである。

15 

第4節

橋梁によって計画高田制約を受廿るため，栂石

島・岩黒島高架橋と同様に道路桁と橋脚水平梁

を剛結合した立体ラーメン構造と L，鉄道部白

空頭を確保した。さらに，道路部は拡幅部があ

るため，主箱桁が2-5室まで変化するという

極めて複雑な構造となっているが，施工はテ'イ

ピダーク工法により行った。

(8) 南・北備讃瀬戸大橋

両橋は与島と番白州白間白備讃瀬戸を横断す

る本ルート最大白橋梁でぬる。中央主同長は北

備讃瀬戸大橋が990m，南儲讃溺戸大橋が1，100

mで，両橋四中聞に共用アンカレイジを有する

双子の3径関連続補則トラス吊橋である。

南備讃瀬戸大橋の中央支間長1，100mは，完

成時点では日本最大であるとともに世界でも5

位にランクされる。また，道路・鉄道併用橋と

しては世界最大である。

主塔白高さは，海面上約194m(5 P)でj

桁下高古は国際航路を適過すると予想される巨

大船を考慮して最高湖面上65mを確保した。し

たがって，道路町最高路面高は4Aで93mとなっ

ている。

下部工は， 3基由アンカレイジと4基由主塔

基礎から成り，与島内のlAを除く海中基礎6

基はすべて設置ケーソンを採用した。なお， 7 

A四コンクリ ト量約42万dは，橋梁下部工と

しては世界最大である。また，共用アンカレイ

ジ白ケ プル定着構造として初めてストランド

空中交差方式という新しい形式を採用している。

上部工は，従来由2ヒンジ吊穏では主塔部に

おける角折れと伸縮に対する列車走行性由処理

が難しいことから，側径間比白小さい連続補同l

桁形式としたほか，桁端部四角折れと伸縮に対

処できる緩衝桁軌道伸縮装置の開発，世界最大

径1，070回目主ケープル由PS工法による架設

など白特徴を有している。

(9) 番目州高袈橋

言晶

1，300mの円曲線とS字形緩和曲線を含むこと

から，主構は中間支点で平面角折れを有L，さ

らに3径間部(与島橋)白側径聞は中間支点に

向かって主格間陪が拡がるパチ形となっている。

また，上部工は軽量化を図るなど白目的で従来

由橋梁ではほとんど使用例白ないHT80クラス

白調賀高張力鋼を多用している。

架設は大プロック架設(羽佐島高架橋，吊重

量1約5，900t)と張出し架設により施工した。

(7) 与畠高架橋

与島高架橋は，与島橋から南北備讃溺戸大

橋に接続する延長約720m申与島島内白道路・

鉄泊併用橋である。この高架橋も2周回PC橋

であり，スパン62.5mの3-7径関連続桁橋で

ある。

島内には，辿絡施設(ランプ橋)，パスストッ

プのほか海拡都でP佐一自パーキシグエリアがある。

下部工は，合計10基ですべて直接基礎である。

橋脚は最大約80m白高橋脚となるため， 2-3 

屈の剛体ラーメンの鉄骨鉄筋コンクリート (S

RC)構造を採用した。また，上部工は前後の

がある。

上沼田道路橋は2径悶ラーメン桁橋で，柱頭

部〈国l結水平栗内〉にはパスストップへ由通路

を設けるため主桁に関口部を有している。下厄

の鉄道桁は2径関連続桁橋である。いずれも桁

白施工はディピダーク式カンチレバー工法であ

るが，道路桁田施工では4主桁用ワーゲン2基

を組合せた設が国では初めての試みであった。

(6) 羽佐島高架橋・与島橋

羽佐島高架橋と与島橋は，羽佐島上および羽

佐島と与島を結ぷ2径問および3径間連続のト

ラス橋でありsそ由最大支問長245mは世界有

数のも白である。下部工は羽佐島高架橋1Pが

下津井瀬戸大橋2Pと同じニューマチックケー

ソンのほかは，すべて直接基礎である。

本橋はルート線形の変曲点にあたり R~
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(5) 岩黒島高架橋

岩黒島高架橋は，前述の両斜張橋の聞に架か

る橘長約90mの道路・鉄道併用白PC橋である。

この高架橋には，橋上にパスストップがあり，

また島内への緊急時用申連絡施設(ランプ橋)

海峡$

総第1編

悶
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児島・坂出ルートの概要

よぞ白 建設費 証長 回当りのE主設資
(値円) (国〉 (苗円}

一般国道

30号 1，田l 24.2 76 
{単独部〉

本四醐讃棉
1，173 19，3 61 (単独部)

共用部 8，316 13.1 田5
A ロ Z十 11，320 

路線別建設費 (2)

主要橋梁建設費

陸士ぞ 橋長 建設費 工事費(m) (盤円) 〈世円〉

下津井溺戸大橋 1，40日 同6 8由

北拙誼瀬戸大梧 1，田8 1.354 1.242 

南価讃班戸大橋 1.臼8 2，131 1，953 
恒石畠梧 790 国4 629 

岩黒島揖 790 613 出4

与 畠 椅 850 464 429 

(法〉与畠椅には羽佐島高架措を含む。

主要橋梁主要材料表

医二空 上部工悶材@ 下部工鋼討骨 面 十 由
( 1 ) ( l) 計 ( nl) 

下津井描戸大橋 64.000 15，000 79，000 182，0日o
栂石島椅 35，000 17，田0 国，0凹 126.000 
岩田宅島栂 お，000 12，000 47.0凹 )01，000 
与 品 橋 31，000 7，000 38.000 71，000 
北田讃瀬戸大橋 78，000 21，000 99，000 338，000 
南備諮潜戸大橋 町，000 51，000 137，田O 762，0凹A ロ

計 330，000 123，000 453， 000 1，580.000 

(註)1 罷挺物量fillま含まずよい。 2 与畠椅lζは羽佐島高県措を含む。 3 下部工鋼材にはケーソン本体重量を吉む。

19 

第1章

表1.4，8

〈在)1 本四個讃綿にはJR霊託区間数量を古む。

2 共用部!とほ主要6橋以外iと高架橋， トンネル.
1 その他付帯工を吉む。

路縁別建設費(1 ) 

l訣 建設置 延 長 回当りの建設置
(苗円) 〈回〕 (億円}

道路 6.405 37.3 1η 
鉄道 4，915 32.4 152 
合計 11，320 

表1.4.5

E
 

ロ
λ

l

11クよい。14la14)0~ lo/4i叫出ol014 0 
(すII川II I梓 I
I : I 川 l出~沖沖~笠卒主字ド嗣同鼎叶?子でE↑f「行?
;山|じ;開博枠惜4押苦

吊
!11???11件治鐸

道路・鉄道共用部工事工程

区

(出張羽佐島高需1需を古む。

18 

表1.4.7

表1.4.6

7.1 

15.6 

国7

路線別主要材料表

阪鋼恒目指掴 棒 鋼 ケープル コンクリート
単位 t t d 

20，200 81.500 3，000 730，000 
3号0部〕

車納回喜、単J 52，000 3，000 400，000 

用共
402，即O 214.000 日，000- 2，800.000 部

A ロ

422，200 347，田0 80.000 3，930，目000.t 

表1.4.4

62出国61 

2.6 

18.1 

主要工事数量

表1.4.3

〈万l)

0.6 

重

。1

7.9 

銅

593 

205 

254 

1.400 

長

(m) 

符道山トンネルI{扶)

延

I (道}
腎羽山トンネルl

目的

百古

下津井語戸大橋

総

間

第l編

22.6 

126 

10.1 

2.2 

3.6 

5.3 

4.7 

4.0 

1.316 

790 

由

790 

担石島高架橋

岩黒島高県橋

椅

稿

民

栂

畠

岩黒島

植石

7.2 

33.7 

3.8 

13.7 

16.1 

2.7 

9.9 

由。

1<泊) 2，939 
番の州高架橋!

I (鉄】 2，田l

717 

1.5詔

1，648 

白

与島高架橋

南師讃瀬戸大橋

北伯讃踊戸大橋

与
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事 項 事 項

安達地区の部の土地売買契約調印 大橋田着工期日が10月10日に内定
7. 20 環境庁が， r児島~坂出ルート本州四 9.11 名勝下津井鷲羽山の形状変更を文化庁

国連絡橋事業の実施に係る環境影響評 長官許可

価基本指針」を本四公団に示すと共1<， 9.29 環境庁長官が，自然公園法i乙基づく繭

岡山，香川両県に対して協力を要請し 戸内海国立公園特別地域内工作物新築

た国土庁は，第三次全国総合開発計画 iと関して同意する旨，本四公聞に対L

試案で，児島~坂出Jレートを道路，鉄 通知

道併用白本州四国連絡橋として早期iと 9.30 環境保全!と関する基本協定を本回公団

完成を図るJレートとして位置づけた。 と岡山・香川両県白関係6自治体との

9.21 運輸，建設両崎が， r本州四国連絡橋 聞で調印

(児島~坂出ルート)1ζ係る環境影響 10. 2 海峡部工事着手予定日を岡山・香川漁

評価技術指針実施細目」を指示 業関係者通知

11. 4 第三次全国総合開発計画が閣議におい 10. 6 「本州四国連絡橋に伴う港湾・陸上迎

て決定容れ，溺戸大橋が当面早期完成 送関係雇用問題等iζ関する協定書」の

を図る I)レートとして正式iζ決定 締結

11. 19 本回公団第二建設局長が香川県知事に 10. 10 瀬戸大橋着工D鍬入式起工式，祝賀

本州四国連絡橋(児島~坂出ルート〉 式を倉敷市鷲羽山ならびに坂出市番由

環境影響評価書案を提出 州で挙行

11. 22 環境影響評価書案を香川県内5ケ所で 2 海幌部

縦覧するとともに，意見書白受付を閲 2. 1 吊橋

始 111 下津井菰戸大橋

昭和田年 昭和田年

1. 23 本四公団lζ対l..，香川県知事が環境影 7. 12 4A掘削開始

響評価書案iζ対する意見書を提出 11. 17 4Aコンクリート打設開始

1. 31 本四公団iζ対l..，坂出市長が環境影響 11. 21 4A掘削完了

評価書案!ζ対する意見容を提出 昭和57年

2. 3 本四公団i乙対l..，宇多津町長が環境影 4. 13 4Aケプルアンカーフレム架設開始

響評価書案に対する意見容を提出 7. 7 2Pケーソン沈下掘削開始

5. 4 本四公団が，本州四国辿絡橋〈児島~昭和58年

坂出ルート)環境影響評価書を公表l..， 1.11 IA西側アンカートン不ル掘削開始

関係機関などに送付 1. 12 2Pケ ソン頂肢コンクリート打設閲始

6. 13 自然環境保全審議会・自然公園部会本 2. 14 lA東側アンカートンネル掘削開始

四連絡橋問題小委員会開催(瀬戸大橋 5.31 2Pケーソン頂版コンクリート打設完了

建設に条件付同意) 8. 26 3P塔架設開始

9. 4 建設，連輸両大臣の協議白結果，瀬戸 9. 30 2P塔架設開始

2.建設年表

事 項 事 項

11.30 IA西側アンカートンネル掘削完了 5. 17 中央径間3P側桁2'叶Jレ大プロック架設

12. 21 IA東側アンカートン才、ル掘削完了 6. 7 ハンガーロープ架設完了

12.22 4Aコンクリート打設完了 昭和62年

12. 27 側径間PC上部工(極石島側)コンク 4.17 ケープルラッピング開始

リ ト打設開始 4.18 補剛桁閉合

昭和59年 6. 13 ケープルラッピング完了

2.21 lAサドルベント掘削開始 9. 13 銅床版架設完了

5. I lAケーブルアンカ フレーム架設開始 121 北備讃編戸大橋 (4Aを吉む)

5. 14 2P塔架設完了 昭和田年

5. 23 3P塔架設完了 1. 16 3 P海底掘削開始

7. 26 lAサドルベントコンクリート打設開始 2. 7 4A海底発破開始

7. 29 IAサドルベント掘削完了 2. 16 4A海底掘削閲始

10. 3 IAトンネルアンカーコンクリート打 4. 2 3 P第l回海底発破作業実施

設開始 昭和田年

10.27 IAサド)Vてントコンクリート打設完才 5. 2 3 P海底発破作業完了

11. 2 パイロットロープ甚海 7.28 3 P海底掘削完了

12.27 IAトンネルアシカーコンクリート打 8. 4 3 P底面清掃開始

設完了 9.30 4A海底発破作業完了

昭和60年 11. 22 3P底面清掃完了

2.18 キャットウオーク架設開始 12. 9 4A海底掘削完了

3. 2 側径間PC上部工〈植石島側〉コンク 昭和田年

リート打設完了 1. 22 4A底面清掃開始

4281キヤツトウオーク架設完了 2. 14 3Pケーソン詑設

6. 4 ケープル架設作業(エアスピニング工 3. 19 3P粗骨材投入開始

法)開始 4. 30 3P組骨材投入完了

12. 3 ケープル架設〔エアスヒ・ニング)完了 5. II 3Pモルタル注入開始

12. 4 ケ プルスクイズ開始 5. 12 3 Pプレ，<ックドコンクリートモルタ

昭和61年 ル注入完了

1. 29 ケブルパンド架設開始 6. 13 2P海底掘削開始

2. 8 ケ プルスクイズ完了 7. 10 2 P発破作業実施

2.21 ケ プルパンド架設完了 8. 12 4A底面清掃完了

3. 5 ハンガーロープ架設開始 11. 5 2 P発破作業完了

4. 29 中央径rdl2P骨l桁2パネル失ブロック架設 12. 17 4Aケーソン沈設完了

5. 2 中央箇間3P側桁2パネル大7.ロック架設

5. 13 中央径間2P側桁2パネJりCプロック架設

一一
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2.建設年表

頭
割
叫
割
1

、

料

事項事

資

項事項事項

側径問キャットウオーク床出し開始 昭和59年6 P第1回海底発破作業実施

5 P粗骨材投入開始

11. 12 

4A粗骨材投入開始1. 24 6P気中コンクりート打設開始3. 5 11. 17 キャットウオーク架設完了

ストランド架設 (P.w. S)開始 6P気中コンクリート(ケーソン部)完了

5 P塔架設開始

4.22 

5P粗骨材投入完了

昭和田年

ストランド架設 (P.w. S)完了12. 12 4Aモルタル注入開始 5. 23 

8. 25 

1. 17 

ケープルスクイズ開始12. 13 

昭和田年

lAヨンクリート打設開始4. 10 6 P塔架設開始7A海底掘削完了2. 27 

5 Pケーソン内ヘルート初回第 1回モ|昭和60年

1.26 Jレタル注入作業実施

5P第2回モルタル注入

7A底面仕上開始

2.27 

ケープルスクイズ完了2. 28 

4AプレJマックドコンクリートモルタ

ル注入完了

5. 27 

7A気中コンクリート打設完了

5P塔架設完了ケープルパンド架設開始4A気中コンクリート打設開始

2P海底掘削完了

7.27 

8. 7 
2. 7 3.13 

ハンガ ロープ架設開始

3. 3 

3.25 6 P塔架設完了

パイロットロープ渡海

ホーリングシステム架設開始

キャットウオーク床出し開始

8. 1 

9. 8 2P粗骨材投入開始 5.26 

3P中間支点主横トラス架設5. 15 キャットウオーク床組閉合

ストラ Yド架設 (P.w. S)開始

10.24 6. 9 

昭和57年昭制62年4A気中コンクリート(ケーソシ官1)完了

2P粗骨材投入完了

1. 21 12. 18 

捕剛桁間合3. 15 2. 15 昭和61年7A掘削底面仕上完了1. 29 

鋼床版閉告4. 16 2Pモルタル注入開始3. 16 

3. 17 
ストランド架設 (P.w. S)完了
ケープルバンド架設開始

4. 29 7Aケーソン詑設開始3.24 

ケープルラッピング開始2 PプレJマックドコンクリートモJレタ

ケープルスクイズ完了

ケープJレパンド架設完了〈端パンド除

く)7Aモルタル注入開始11. 21 

昭和54年

7.31 

8. 30 

昭和57年

9. 7 4A粗骨材投入完了3. 12 

4. 6 

3.16 

7.26 5PプレノマックドコンfリートモJレタ

ル注入完了

6 P海底発破作業完了

6 P海底描削開始

3. 14 

3. 17 ハンガーロープ架設完了

ケ プルパンド架設完了

2 P中間支点主横トラス架設

4.25 

4.30 

5. 13 

3 P気中コンクリート打設開始

2 Pケーソン沈設完了

10. 2 

11. 10 

12. 16 

昭和58年

7. 1 

7. 4 

7. 19 

7Aケーソン沈設完了

6 P海底掘削完了

7A祖骨材投入開始

3.31 

6. 9 

7. 12 

側径間ケープJレラッピンク'完了

ケープルラッピング完了

131 南備讃瀬戸大橋 (4Aを除()

4. 28 

5. 20 

6. 16 

ル注入完了

3P気中コンクリート(ケーソン部)完了

2P気中コンクリート(ケーソン部〕

打設開始

3. 17 

ι29 

ハンガーロープ架設開始

5P中央径間側桁大プロック架設

6P中央径間側桁大プロック架設

8. 1 昭和58年

7A海底発破開始4AケープJレアンカーフレーム設置

3 P Jレート初の塔架設開始

6.29 8. 12 7Aプレパックドコンクリートモルタ2.21 

7 AJトト初の第l回海底発破作業実施

1. 27 

且10 8. 13 Jレ庄入完了

5 P第 l回海底発破作業実施

5P海底掘削開始

1. 27 

2. 4 ハンガーロープ架設完了8.31 7A気中コンクリート打設開始5. 6 

5. 7 12. 21 5P側径問側附大プロック架設8.31 6 Pケーソン沈設

5 P気中コンクリート打設開始

6P祖骨材投入開始

6. 4 

6 P側径間側附大プロック架設9. 1 

昭和62年

7. 14 

8. 8 

7A上屋鉄道緩衝桁受スラプ(PC桁〉

架設涜了

2. 20 7A気中コンクリート(ケーソン郡)完了9. 16 

6P組骨材投入完了

7AケープJレアンカーフレーム設置

10. 14 

7A上屋外壁工パネル架設開始

実橋振動試験開始

2. 24 10.21 

11. 28 3. 4 6Pモルタル注入開始

実橋振動試験完了3. .19 5P気中コンクリート(ケーソン部)完了12. 7 

補同l桁閉合

565 

7A梅底発破作業完了

5P海底掘削完了

7A海底掘削開始

11. 7 

11. 11 

2P塔架設完了 11. 17 

昭和田年

5 P底面仕上開始1. 6 4A気中コンクリート打設完了2. 1 

3.30 5Pケーソン坂出市番叫刊沖商工区到着6.23 

9. 1 

パイロットロープ渡海

キャットウオーク床組引出し(東西〕

開始

7. 11 

公共添加物架設完了

銅床版間合

8. 12 

8.25 

8. 27 

2P気中コンクリート〔ケーソン部〕完了

1Aコンクリ ト打設完了

11. 22 

6PプレJマックドコンクリートモJレタ

Jレ注入完了

2P塔架設開始

4.25 I 3 P塔架設完了
10.26 

昭如60年

12. 25 

J
1
1
1
1
1
1
i
 

LL. 

5 P海底発破作業完了6. 1 昭和59年

3. 13 

5P底面仕上完了

564 

5 P Jレート初回ケーソン沈設開始

5Pケーソン沈設完了

10. 1 

10. 3 中央径問キャットウオーク床出し完了7. 27 

瀬戸大橋工事誌



事 項 事 項

5. 4 2P海底掘削完了 3. 5 1 P掘削開始

5. 7 4P海底発破開始 4. 2 3P塔アンカーフレーム架設

6. 3 4P海底発破作業実施 4. 10 1 Pフーチングコンクリート打設開始

7. 11 2 P底面清掃開始 5. 7 2P塔底坂架設

昭和58年 5. 7 2 P塔架設開始

1. 5 3 P底面清掃閲始 5.21 2 P塔下部大プロック架設

3. 23 2 Pケーソン沈設完了 5.25 1 P掘削完了

3. 27 3P海底掘削完了 6.21 3 P気中コンクリ ト〈ケーソン部〉完了

4. 30 4 P海底掘削完了 6.21 桁10パネル大プロック架設

5. 5 2 P組骨材投入開始 6. 30 4P気中コンクリート(ケーソン部〉完了

5. 18 4P底面清掃開始 7. 2 4P担体(柱部)コンクリート打設開始

5. 20 3 P底面清掃完了 9. 29 1 P緬体(柱部)コンクリート打設開始

5. 24 2P粗骨材投入完了 11. 1 3P塔底板架設開始

6. 14 2Pモルタル注入開始 11. 15 3 P塔下部大プロック架設

6. 17 2Pプレパックドコンクり一トモルタ 12. 15 桁6パネJレ大プロック提設

ル注入完了 12.27 2P塔架設完了

7. 20 4Pケ ソン沈設完了 昭和60年

7. 26 4P底面清掃完了 6. 12 4Pコンクリート打設完了

8. 10 4P租骨材投入開始 6. 18 3P主塔最終プロック架設完了

8. 13 3Pケーソン詑設完了 7.23 桁12パ'(，、ル大プロック架設

8.29 4P粗骨材投入完了 9.27 1 P側側径閥単材架設完了

9. 11 3P粗骨材投入開始 10. 22 1 P鹿体(柱部)コンクリート打設完了

10. 11 2P気中コンクリート打設開始 11. 5 2 P中央径間部材架設開始

10.14 3 P粗骨材投入完了 11. 6 3 P中央径間部材架設開始

10. 17 4Pモルタル注入開始 12. 4 ケ プル架設開始

10.20 4 Pプレパックドコンクリートモルタ 昭和61年

ル注入完了 5.31 ケープル架設完了

11. 9 3 Pモルタル注入開始 6. 11 主構(下弦材〉閉合

11. 11 3 PプレノマックドコンクリートモJレタ 6. 26 銅床版閉合

ル注入完了 11. 1 カウンタ コンクリート打設開始

11. 22 2 P塔アンカーフレーム架設 12. 5 カウンターコンクリ ト打設完了

昭和59年 昭和62年

1. 30 4P気中コンクリート打設開始 12. 1 ケープルグラウト完了

2. 16 2P気中コンクリート〔ケーソン部)完了

2. 18 3P気中コンクリート打設開始

2 建設年表
料資

項

ト(ケーソン部〉完了

桁15パネル大プロック架設

桁7パネル大プロック架設

桁11パネル大プロック架設

4P担体(柱部)コンクリ ト打設完了

2 P塔架設完了

ケープル架設開始

主構(下弦材)閉合

2 P気中コンデリート(ケーソン部)完了

2P塔底坂架設

3P塔底板架設

2P塔下部大プロック架設

3P塔下部大プロ γク架設

事

3 P気中コンクリ

桁4パネル大プロック架設

3 P塔架設完了

中央径間面材架設開始

9.20 

12. 21 

12.26 

昭和61年

9.25 

2P塔架設開始

3 P塔架設開始

11. 27 

11. 25 

3. 12 

4. 5 

2 P， 3 P海底掘削開始

3Pケーソン抗設完了

3 Pモルタル注入開始

3 Pモルタル注入完了

1P掘削開始

2P底面仕上開始

3P底面仕上開始

3 P底面仕上完了

1 P掘削完了

3.25 

4. 17 

5. 9 

5. 10 

5. 29 

5. 30 

6. 10 

6. 14 

7. 10 

8. 13 11. 8 

昭和田年

11. 11 

5P中央径「品外面作業車架設開始

塔仕上け塗装開始

6P側径間移動防護工船去完了

6P側怪聞外面作業車架設開始

項

ク解体完了

2.2 

111橿石島橋

昭和57年寸一一一一一一一

8. 17 

5. 14 

9. 2 

9.25 

10. 2 

10. 18 

11. 9 

l

i

l

i

 

-

-

事

キャットウォ

強晴

10. 19 

10.25 

11. 3 

11.27 

12. 18 

12. 19 

鋼床版間合10. 6 

昭和62年

1 Pコンクリー卜打設開始11. 17 

昭和田年

ケーブルグラウト完了

カウンターコンクリ ト打設開始

カウンターコンクリート打設完了

振動実験開始

567 

」工

振動実験完了

岩黒島橋

12. 14 

昭和63年

1. 19 

121 

昭和56年2P組骨材投入完了

2PプレノマックドコンクりートモJレタ

ル注入完了

3 P海底掘削開始

3 P第 l回海底発破作業実施

2P海底掘削開始

3P海底発破作業完了4. 30 

566 

2. 18 

4. 10 

4. 27 

4P掘削完了

4Pフーチングコンクリ ト打設開始

2P粗骨材投入開始

5.22 

5.25 

7. 23 

8. 8 

9. 19 

4P海底掘削開始

10. 13 

11. 18 

11. 28 

昭和57年

1. 21 

l

i

l

i

-

-
1

1

 

4 P掘削開始

2 P底面仕上完了

2 P)レート最後四ケーソン沈設完了

3P気中コンクリート打設開始

3. 5 

3. 25 

5. 8 

2P気中コンクリート打設開始

10. 20 

10.29 

4P鱈体(住部〉コンクリート打設開始

2. 4 I 1 Pコンクリート打設完了

12. 6 

昭和60年
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資料

事 項 事 項

2.3 トラス橋 2.4 高架橋・トンネル

111 羽佐島高架橋 111 樋石島高架橋

昭和田年 昭和田年

4.18 1 PニューマチックケーソY沈下開始 8. 3 1 P掘削開始

11. 8 1 Pニューマチックケーソン沈下完了 8. 3 2 P掘削開始

12. 6 1 Pコンクリート打投開始 昭和57年

昭和60年 3.27 1 Pコンクリ ト打設開始

8. 3 1 Pコンクリート打設完了 3. 27 2 Pコンクリート打設開始

昭和61年 昭和田年

3. 4 1 P支承架設 5. 1 3 -26P掘削開始

6. 9 桁12パ不Jレ大プロック架設(与島橋側) 5. 1 ランプ部掘削開始

6. 16 桁8パ才、Jレ大プロ γク架設(岩黒島橋側〕 6. 6 ランプ橋下部工コンクリート打設開始

9. 9 鋼床版閉合 8. 10 3-26P下部工コンクリート打設開始

121与島橋 昭和田年

昭和田年 2. 11 27-30P掘削開始

12. 15 2P掘削開始 4. 18 27-30Pコンクリート打設開始

昭和国年 5. 26 PC上部工 CSB4A-1P)コンクリー

2. 19 1 P掘削開始 ト打設開始

3. 8 2 P掘削完了 9. 1 PC上部工 C1-20P)コンクリート

3. 17 2Pコンクリート打設開始 打設開始

5. 2 1 P掘削完了 昭和60年

5. 9 1 Pコンクリート打設開始 8.11 トラス部桁Bパネル大プロック架設

昭和60年 9.28 下部工最終コシクリート打設

5. 16 2P支承架設 昭和61年

7. 3 4Pコンクリート打設完了 12. 1 PC道路桁迎結

7. 5 2Pコンクリ ト打設完了 昭和62年

7. 9 1 Pコンクリート打設完了 1. 30 PC鉄道桁連結

7.25 3 P支承架設 5.28 上部工最終コンクリート打設

11. 5 2P上桁大プロック架設 121 岩黒島高架橋

11. 9 3P上桁大プロック架設 昭和田年

12. 19 トラベラ クレーンKよる桁単材架設 3. 5 1 P掘削開始

開始 5. 25 1 P掘削完了

昭和61年 6. 17 1 Pフーチングコンクリート打設開始

9. 13 主構閉合 11. 5 1 P躯体(柱部〕コンクリート打設開始

11. 26 鋼床版閉合

568 

事
塞
雪

T
E
J
!一

" 
l! 

11 

n 

--i 
一一一一-'..w.....

2 建設年表

事 項 事 項

昭和60年 昭和田年

9. 18 1 P最終コンクリート打設 1 1P場所打ち杭施工開始

昭和61年 5. 1 Pフーチング工事開始

5. 17 岩黒島連絡路桁架設開始 昭和田年

6.25 岩黒島連絡路桁架設完了 11. 19 銅橋脚(JP. 2P)架設開始

8 PC鉄道桁ワ ゲン施工開始 昭和印年

昭和62年 3.28 下部工最終コンクリート打設完了

6. 15 PC道路桁連結 9.25 トラス張出し架設開始 C2-3P)

131 与島晶架橋 11. 13 鋼籍桁(道路桁)架設開始

昭和印年 12. 20 トラス部2-3P主構架設完了

6. 14 Jレープ部下部工コンクリート打設完了 昭和61年

10. 14 4 P最終コンクリート打設 4. 17 PC鉄道桁C3-37P)全径開通結

11. 15 PC道路桁施工開始 5. 2 トラス部桁7パネル大プロック架設

昭和61年 (南側)

2.20 DランプP1. P 2橋脚掘削開始 7. 4 トラス部桁Bパネル大プロック架設

6. 14 DランプP1. P 2橋脚掘削完了 〈北側)

6. 15 DランプP1. P 2橋脚深礎ぐいコン 昭和62年

クリート打設開始 2. 26 鋼箱桁(道路桁)架設完了

7. 16 DランプP1. P 2橋脚深礎ぐいコン 7.31 床版コンクリート最終打設

クリート打設完了 151 鷲羽山トンネル

11. 30 Jレープ部上部工銅桁架設完了 昭和57年

昭和62年 10. 21 鉄道西側トンネル掘削開始

1. 12 9PAラインワーゲン施工開始 昭和田年

1. 23 10P Bラインワーゲン施工完了 4. 15 鉄道西側トンネル覆工開始

2. 5 4PCランプワーゲン施工開始 10. 17 鉄道東側トンネル掘削開始

3. 10 Dランプ鋼桁架設開始 昭和59年

4.24 PC桁ワーゲ刈証工部コンクリート打設完了 4.21 鉄道西側トンネノレ上半貫通

5. 6 Dランプ銅桁架設完了 4. 30 鉄道西側トンネル掘削完了

6. 3 道路桁橋体コンクりート打設完了 6. 30 鉄道西側トンネル罷工完了

7. 7 道路桁間合 8. 1 鉄道東側トンネル罷工開始

9. 1 鉄道桁路盤コンクリート打設完了 10. 3 鉄道東側トンネル上半貫通

(41 番の州品架橋 10.20 鉄道東側トンネル掘削完了

昭和田年 昭和60年

6. 3 下部工工事同始 2. 23 鉄道東側トンネル理工完了

12. 11 3 Pコンクリ ト打設開始 4. 30 道路トンネル3線導坑掘削開始

569 
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3 契約一覧表

契約

年度 契 約 件 名
契約額

請 負 者 名 工 期〔百万円)

49 南北備讃編戸掘削試験工事 761 制日本土木工業協会
50. 1. 7-
50. 5.31 

51 水島基地造成工事 日18聞大本組 52. 3.17-
54. 2.28 

53 
南北備讃甑戸大橋下部工北工区

7.981 
大成建設・大林組・前回建設工業 53.10. 7-

(そ白 1)工事 -東亜建設工業共同企業体 56. 1.23 

53 
南北備讃瀕戸大橋下部工南工区

5.568 鹿島・間・五洋共同企業体
53.10. 7-

(その 1)工事

53 
南北備讃溺戸大橋5P銅製ケーソ

3.106 日本鋼管開
54. 3.21-

ン製作，綴装 55. 7.29 

54 
南北側讃瀬戸大橋下部工北工区

3.588 
大成建設・大林組・前田建設工業 54.11. 1-

(そ白2)工事 -東亜建設工業共同企業体 57. 1.31 

54 
下津井甑戸大橋田ノ荷作業ヤード

625 
ニ井不動産・ナイカイ興業共同企 54.11. 6-

埋立工事 業体 56. 3.19 

54 大径粗骨材供給工事(その1) 537 大本組・大成建設共同企業体
55. 1.19-
57. 3.21 

54 
南北備讃瀬戸大橋7A銅製ケーソ

7.700 
ニ井湖骨・石川島搭磨重工業・川 55. 3. 6-

ン製作，服装 崎重工業共同企業体 57. 3.23 

54 南北備讃甑戸大橋4A銅製ケーソ 660 住友重機械工業附
55. 3.20-

ン製作 56. 6.12 

54 鷲羽山地区運搬用坑道工事 578 同和工営閥 55. 3.20-
57. 3. 8 

54 
南北備讃甑戸大積下部工中工区

4.606 
大成建設・大林組・削回建設工業 55. 3.25-

(その 1)工事 -東亜建設工業共同企業体 57. 3.14 

54 
南北備讃瀕戸大橋下部工南工区

7.604 
鹿島建設・悶組・五洋建設共同企 55. 3.26-

{そのわ工事 業体 57. 6.13 

54 番目州高架橋下部工工事 1.364 鹿島建設闘 55. 3.27-
57. 6.10 

55 
南北備讃翻戸大橋下部工北工区

5，416 
大成建設・大林組.RIJ田建設工業 55.12. 2"， 

(その3)工事 -東亜建設工業共同企業体 57. 8.23 

55 
下津井甑戸大橋4Aケーブルアン

627 函館ドック閥 55.12. 6-
カーフレーム製作 57. 8.31 

55 
南北備昔i翻戸大橋lAケープルア

859 川田工業開
55.12.23-

ンカーフレーム製作 57. 8.14 

55 与島地区(そ由1)工事 6，782 
佐藤工業・三井建設・佐伯建設工 55.12.27-
業共同企業体 59. 3.20 

573 

昭和田年3月末現在)

覧表

(契約額3億円以上

3. 

共用部工事3.1 

科

事 項 事 項

4. 鉄道単独部 7. 4 共用部北軌道工事，極石島高架橋にて

昭和58年 レル発進式

2. 10 福南山トンネル掘削開始 8.21 共用部南軌道レール送り出し完了

7. 12 小田川橋梁基礎工施工開始 10. 2 本四備讃線建設に伴う予讃線付替工事

8. 2 下村トンネル掘削開始 が完了し，使用開始

11. 18 番白州鉄道高架橋基礎工施工開始 11. 16 北舗装表層(改質アスフアルト〉舗設

昭和田年 開始

11. 19 神道山トンネル掘削開始 12. 6 甑戸中央自動車道最終コンクリート打

昭和60年 設

3. 2 蟻峰山トンネル掘削開始 12. 8 道路区域決定

4.27 小田川橋梁PC上部工架設開始 12. 23 本線部舗装完了

5. 28 阿津川橋梁ニュ マチックケーソン沈 昭和63年

下掘削開始 1.11 入線試験

9. 14 番白州鉄道高架橋PC上部工架設開始 1. 12 架線試験

11. 2 小田川橋梁PC上部工架設完了 ). 21 早島I.C建設省完成検査

1)， 7 北浦港橋梁基礎工施工開始 1.29 列車走行試験開始

12. 12 福南山トンネル貫通 2. 6 列車自練運転開始

昭和61年 2. 26 自動車専用道路の指定建設大臣告示

3. 11 神道山トンネル貫通 3. 1 早島I.C供用開始

6. 7 阿津川橋梁PC上部工架設開始 3.10 茶屋町駅~児島駅間運輸省完工検査

7. 29 北浦港橋梁PC上部工コンクリート打 3. 18 早島I.C南側~坂出l.C間建設省完成

設開始 検査

9. 19 蟻峰山トンネル貫通 3.20 本四備讃線茶屋町駅~児島駅間部分間

9.26 阿津川橋梁PC上部工架設完了 業

11. 15 下村トンネル貫通 3.25 児島駅~宇多津駅間運輸省完工検査

昭和62年 4. 8 早島J.C南側~坂出I.C間供用開始建

1.20 番目州鉄道高架橋PC上部工間合 設大臣告示

4. 23 北浦港橋梁PC上部工間合 4.10 瀬戸中央自動車道開通式

5 閲週，開業に向けて 4. 10 翻戸中央自動車道早島I.C-坂出l.C

昭和62年 問供用開始

5.25 児島・坂出ルート道路名称「瀬戸中央 4. 10 本四仰讃線茶屋町駅~宇多津駅間開業

自動車道Jと決定

6.17 共用部北舗装白舗設開始
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